
兵庫県青少年本部
公益財団法人

文部科学省委託事業 青少年教育施設を活用したネット依存対策推進事業



１ スケジュール
(1) オリエンテーション ７月中旬（日帰り)
(2) メンター事前研修会 ７月下旬（１泊２日）
(3) オフラインキャンプ 8月下旬（４泊５日）
(4) フォローアップキャンプ 11月中旬（日帰り）

２ 会 場
(2) 神戸市内会議室
(1)、(3)、(4) 兵庫県立いえしま自然体験センター（兵庫県姫路市家島町西島）

３ 参加対象
日常生活でのネット利用を見直したい原則県内在住の青少年 20名程度(小学５年～18歳以下)

４ 参 加 料
※ 様々な家庭環境の青少年を受け入れるため、できるだけ低廉な参加料を設定

５ 主催者等
主 催 公益財団法人兵庫県青少年本部、兵庫県
共 催 兵庫県教育委員会、一般社団法人ソーシャルメディア研究会

青少年のネットトラブル防止大作戦推進会議

10,000円

概 要

兵庫県では、青少年のインターネット利用対策として、フィルタリング利用・有効化措置の原則

義務化やルールづくりの支援を青少年愛護条例に規定するとともに、スマホサミットの開催等を通

じ、青少年が主体的に安全・安心なネット利用について考える取り組みを展開しています。

近年社会問題化しつつある青少年のネット依存防止対策に努めていますが、県内青少年のイン

ターネット利用の実態調査（令和元年７月）では、ネット依存傾向の青少年が10.3%（前年比

+0.9pt）にのぼっています。

ネット依存防止のためには青少年が主体的にルールづくりに取り組むことが効果的であると考え、

当本部では、行政や警察、事業者、マスコミ等の関係機関と連携し、県民運動として対策に取り組

んでおり、その一環として、平成28年度から、日常生活でのネット利用を見直したい県内青少年を

対象に、「人とつながるオフラインキャンプ」を実施しています。
これまでのキャンプでは、子どもたちが現実社会で抱える家庭の問題、参加者の個性などが背景

となって、ネットの問題として表出しているケースが多く見られました。このような問題を解決し

ていくためには、子どもだけでなく家族全員でルールづくりをはじめとした対策に取り組むことは

もちろん、必要に応じて医療や福祉、教育などの適切な支援を受けることも大切だと考えています。

こういった成果や課題を踏まえ、子どもたちがネットから離れて自然体験を行いながら、日常生

活をふりかえるとともに、保護者・家族にも関わり方の見直しを働きかけるキャンプを実施し、

ネット依存の実態や危険性、回避方策等を調査・研究し、広く啓発を行っていきます。

趣 旨

１

検 討 委 員 会 構 成 団 体

兵庫県立大学環境人間学部 竹内 和雄 准教授【座長】 日本放送協会神戸放送局

神戸親和女子大学発達教育学部 金山 健一 教授 株式会社神戸新聞社

神戸大学大学院医学研究科 曽良 一郎 教授 株式会社朝日新聞社阪神支局

幸地クリニック 株式会社ドコモＣＳ関西神戸支店

兵庫県立神出学園 県立いえしま自然体験センター

兵庫県青少年団体連絡協議会 兵庫県教育委員会事務局教育企画課

神戸市教育委員会事務局学校教育部学校教育課 兵庫県ＰＴＡ協議会

兵庫県警察本部生活安全部サイバー犯罪対策課 一般財団法人野外活動協会

こころ豊かな人づくり500人委員会阪神南ＯＢ会 株式会社サンテレビジョン

淡路市ICTクラブ協議会 地方青少年本部（北播磨）

兵庫県企画県民部女性青少年局青少年課 兵庫県警察本部生活安全部少年課

公益財団法人兵庫県青少年本部【事務局】



（１）キャンプ参加者の生活改善

キャンプ参加者が、人とのつながりを感じながら、野外炊事やカヌー等の自然体験活動に

参加することで、リアルの充実を感じるとともに、自身のネット利用等の日常生活をふりか

えり、今後の目標を立てることで自身の行動変容を促すきっかけとします。

（２）家族向けプログラムの充実

「ネット問題」の背景には、親子関係や周囲との人間関係等リアル社会での様々な問題が

原因となっていることから、ネット依存外来を開設している医療関係者による専門的な講義

や保護者面談など家族向けのプログラムを充実させ、青少年のネット依存への回避方策につ

いて研究を深めます。

（３）プログラム運営の改善

関係機関の連携により、教育目的として、ごく普通の子ども達がネットとうまく付き合って

いくための方策を考え、他地域でも実施可能なプログラムの構築や周知啓発に引き続き取り組

むとともに、必要に応じて、医療や福祉、教育などの適切な支援につなげられる体制を検討し、

青少年のネット依存防止対策を推進する。

（１）参加者の変化を確認

オリエンテーション、フォローアップキャンプにて、般化テスト（YDQを用いたアンケート

及び面談）を行い、キャンプ前後の参加者の変化を確認します。

（２）ネット依存の回避方策の研究

特に、病的な依存状態の子どもたちだけを対象にするのではなく、ごく普通の子どもたちが

ネット依存のような状況に陥ってしまう実態や、回避するための方策を探ることを中心に研究

します。そのため、プログラム内に１時間ネットを使用できる環境（スマホ部屋）を作りだし、

ネットを「使う」のか「使わない」のか、自分で考える機会を与え、「ネットを使わなかった

結果」だけでなく「ネットを使ってしまった理由」を確認します。

（３）個人面談による事後分析

毎日の参加者への個人面談（コーディネーター・メンター）の映像や、個人面談でメンター

が作成した「半構造化インタビュー記入用紙」を事後分析に活用します。

（４）保護者に対するアンケートや面談の実施

保護者に対してもアンケートや面談を行い、参加者の変化、家庭での話し合いの進捗状況等

について聞き取りを行います。

（１）検討委員会での評価検討

検討委員会で、キャンプ実施結果及び研究結果について評価検討を行い、事業実施報告書を

取りまとめます。

（２）参加者側の意見聴取

オフラインキャンプ参加者や保護者等によるプログラム評価やアンケート結果など参加者側

の意見を聴取し、次年度へのプログラム検討の基礎資料とします。

評 価 方 法

検 証 方 法

成 果 目 標
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１ プログラム進行サポーターの導入

参加者と一緒に活動する大学生は、直接子どもと接する「メンター」（10名程度）と、メンター

の補助をしながら、メンターの負担を軽減するため、食材や機材の準備及び片付けなど、プログラ

ムの進行をサポートする「サポーター（5～７名程度）」に役割を分け、円滑なキャンプ運営を行い

ます。

２ 班構成とメンター面談

班分けは、参加者を４人ずつの班に分け、参加者２名に対し、メンターが１名で関わるよう構成

しています。

１日の終わりに行うメンター面談については、それぞれ担当のメンターが、毎回30～40分かけて

４日間（１～４日目）行います。自然体験やメンター面談を通して、子どもたちが徐々に心を開い

ていき、お互いが自分の感情や考えを話し合う関係を築きあげることで、何かあった時に人に相談

できるような対話力を身につけることを目的としています。

３ オフラインキャンプに向けた動き

（１）事前準備

メンター・サポーターの学生たちは20回以上の綿密な打合せを行い、プログラムの詳細や進行、

班分け等について検討したうえでキャンプに臨んでいます。

また、例年、自分たちの写真を載せた参加者募集チラシのデザイン作成についても学生たちに依

頼しています。

（２）事前研修会の実施

５月下旬には、キャンプ会場である兵庫県立いえしま自然体験センターで事前研修会を実施し、

プログラムの意義や施設についての理解、基本的な技能の習得、半構造化面接技法の講習、コミュ

ニケーションのための食事づくりや自然体験等を行い、事務局や施設の職員も含め関係者で意識共

有を図っています。

学生たちは、周到な準備のもと、安全に配慮しながら、子ども達に全力で向き合あっていきま

す。その結果、子どもたちとって非常に有意義で効果的なキャンプに繋がっていると感じています。

メンターとサポーター

３



（１）自然体験活動を通じたリアルの充実

コミュニケーションを深めるための食事づくり、カヌーやキャンプファイヤー等の自然体験

活動など、人とのつながりを通じ、リアルの充実を感じられるプログラム

（２）認知行動療法の考え方をとりいれた日常生活のふりかえり

認知行動療法の考え方を取り入れたワークシートを用いて自身の日常生活をふりかえるとと

もに参加者同士で考えを共有、また、自分を見つめ直すための面談を実施（①個人面談 ②メン

ター面談 ③スマホ部屋面談）

（３）毎日１時間の「スマホ部屋」の開室

リアルの充実を感じている中で、スマホやゲーム機を使うか考えさせるため、毎日１時間の

フリータイムにスマホやゲーム機に接続可能な「スマホ部屋」を開室

（４）保護者会の実施

ネット依存外来を担当している精神保健福祉士による専門的な講義を行うととともに、同じ

悩みを持つ保護者同士が意見交換を行いながら、ネット依存への理解や家族として子どもとの

関わり方について学ぶ保護者会を実施

（５）報道機関の受け入れによる啓発

参加者の個人情報保護に慎重に配慮しながら、保護者の承諾の下、報道機関の取材を受け入

れ、ネット依存の実態や回避方策、参加者の変化等を広く啓発

（６）継続した支援

過去参加者のフォローアップと、必要に応じた参加者・保護者に対する家庭訪問等の実施

特 徴
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メ ン タ ー 事 前 研 修 会

１日目 ２日目

6:00 起床

7:00
朝の集い

モーニング
コミュニケーション

8:00 集合

9:00
いえしまへの船旅
（植物のはなし）

10:00 はじめの会 退室

11:00
アイスブレイク

カヌー・海水浴アフタヌーン
コミュニケーション

12:00

13:00 メンターチームビルディング

アフタヌーン
コミュニケーション14:00

普通救命講習Ⅰ
“応急手当”と“救命措置”

15:00

ふりかえり・面談指導

16:00

イブニングコミュニケーション

おわりの会

17:00
姫路への船旅

18:00 解散式

19:00
反省会

キャンプファイヤーの意義
20:00

21:00 入浴・就寝

＜事業内容＞

・プログラムの検討（食事メニュー、自然体験の内容や時間配分の検討など）

・施設と周辺環境の確認

・半構造化インタビュー演習

＜プログラム例＞
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オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

青少年 保護者

12:00
名札づくり 受付

13:00 はじめの会

14:00
ワークショップ 家族会

15:00
おわりの会

＜事業内容＞

・YDQを用いたインターネット依存傾向調査（アンケート）

・チームビルディングでの行動観察、参加者選考

・家族会の開催（オフラインキャンプの紹介・精神保健福祉士による講義）

＜プログラム例＞ 保護者向けプログラム
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オ フ ラ イ ン

＜事業内容＞

・海部の環境を活かした自然体験活動の実施

・認知行動療法の考え方を取り入れた日常生活のふりかえりの実施

・参加者へ個人面談（コーディネーターによる面談、メンター面談、スマホ部屋面談）の実施

・集団面談により情報共有等を行うとともに、子どもとの関わり方の見直しを働きかける家族会の開催

・必要に応じ、家族を交えた面談の実施

・今後の目標の設定

＜プログラム例＞ 認知行動療法を取り入れたプログラム 保護者向けプログラム
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竹箸づくり
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コミュニケーション
フリー
タイム

スマホ部屋
開室個人面談

3
日
目

カヌー
アフタヌーンコミュ
ニケーション

フリータイム
スマホ部屋
開室

一昨年度
参加者
による
講話・質
疑応答

４
日
目

カヌー
目標の共有
ふりかえり

アフター
ヌーンコ
ミュニケー
ション

昼寝タイム

５
日
目

目標の共有・ふりかえ
り・On-Line目標決め

写真
たてづくり

アフタヌーン
コミュニケーション

終わりの会

集合
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え
し
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移動 家族会
見学

同席
保護者面談
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ン キ ャ ン プ

14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

家族会
姫路港への
船旅

解
散 イブニング

コミュニケーション
ふりかえり

夕
べ
の
集
い

入
浴

就寝・
健康チェック

主催者より連絡
フリータイム
スマホ部屋
開室オリエンテーション 個人面談 メンター面談

フリー
タイム

スマホ部屋
開室

釣り イブニングコミュニケーション

ふりかえり

メンター面談

一昨年度
参加者
による
講話・質
疑応答

買
い
出
し
講
座

坊勢島での買い出し 移動
イブニング

コミュニケーション

ふりかえり

メンター面談

昼寝タイム
フリータイム
スマホ部屋
開室

イブニングコミュニケーション

ふりかえり
キャンプ
ファイヤー

メンター面談

終わりの会

移動 姫路港への船旅
解
散
式
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＜プログラムの目的＞

①基本的生活習慣

②自然体験

③仲間づくり

④自律

⑤内観

⑥学習

⑦カウンセリング



フ ォ ロ ー ア ッ プ キ ャ ン プ

青少年 保護者

9:00 集合

10:00
いえしまへの船旅

はじめの会

11:00
釣り 保護者面談

徒歩移動

12:00

アフタヌーン
コミュニケーション

個
人
面
談

オリエンテーション

保護者（３者）
面談

アフタヌーン
コミュニケーショ

ン見学

13:00

14:00

ふりかえり 家族会

15:00

16:00 おわりの会

17:00
徒歩移動

姫路への船旅

18：00
解散式

＜事業内容＞

・キャンプ後の生活をふりかえり今後の目標を設定

・参加者へ個人面談の実施

・必要に応じ、家族を交えた面談の実施

＜プログラム例＞ 保護者向けプログラム
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赤城青少年自然の家セルフディスカバリーキャンプテキスト（独立行政法人国立病院機構 久里浜

医療センター提供， 2015）を元に、一般社団法人ソーシャルメディア研究会が「人とつながるオ

フラインキャンプ」に合わせて作成したワークシートを使用し、朝食後やフリータイム後のふりか

えりの時間に活用しました。

認知行動療法を通して、ネットにはまる場合の『状況（出来事）』『認知（捉え方、考え）』

『行動（感情や結果）』について考え、どうしたらネットにはまらずにすむのかを話し合いました。

認 知 行 動 療 法
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本事業の問合わせ先
公益財団法人兵庫県青少年本部 企画部県民運動担当

住所 〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1 兵庫県企画県民部女性青少年局青少年課内

Tel：078-362-3142 E-mail：seishonen@pref.hyogo.lg.jp Web: http://www.seishonen.or.jp/


